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解
題

　
「
画
馬
讃
」
は
、
杜
甫
と
同
時
代
の
絵
師
、
韓
幹
（
？
〜
七
八
〇
。

底
本
の
注
に
よ
る
）
の
馬
の
絵
を
褒
め
称
え
た
文
章
で
あ
る
。
制
作

年
に
つ
い
て
は
、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
四
（
以
下
『
詳

注
』
と
略
称
）
に
「
韓
幹
は
、
公
の
同
時
の
人
な
り
。
此
れ
必
ず
天

宝
・
乾
元
間
の
作
な
る
べ
し
」
と
あ
り
、
底
本
も
従
う
。
韓
幹
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
「
韓
幹
」
の
注
を
参
照
。
韓
幹
の
名
は
、

杜
甫
「
丹
青
引
」（0768

『
詳
注
』
巻
一
三
。
以
下
、
杜
甫
の
詩
を

引
用
す
る
に
あ
た
り
、『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
⑴
〜
⑷
〈
講
談
社
学
術

文
庫
、
二
〇
一
六
年
〉
の
作
品
番
号
、
及
び
『
詳
注
』
の
巻
数
を
記

す
）
に
、「
弟
子
の
韓
幹

0

0　

早
に
室
に
入
り
、
亦
た
能
く
馬
を
画
き

て
殊
相
（
特
殊
な
様
相
）
を
窮
む
」（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
、

そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
丹
青
引
」
は
、
優
れ
た
絵
師
の
曹
覇

を
褒
め
称
え
た
詩
で
あ
り
、
韓
幹
は
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
杜
甫
が

先
の
句
に
続
け
て
「
幹
は
惟
だ
肉
を
画
き
て
骨
を
画
か
ず
、
驊
騮
を

し
て
気
凋
喪
な
ら
し
む
る
に
忍
び
ん
や
」
と
、
絵
師
と
し
て
の
韓
幹

を
貶
め
た
書
き
方
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
詩
の
原
注
に
「
曹
覇
将

軍
に
贈
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
曹
覇
に
対
す
る
贈
詩
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
「
画
馬
讃
」
で
は
、「
丹
青

引
」
と
は
異
な
り
、
韓
幹
を
絶
賛
し
て
い
る
。

　
「
讃
」
は
、
文
体
の
名
。
な
お
銭
本
・
謝
本
（
校
勘
の
対
象
と
し

た
諸
本
の
略
称
に
つ
い
て
は
後
述
）
が
「
贊
」
に
作
る
よ
う
に
、
両

方
の
字
は
通
じ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、「
賛
」
に
作
る
の
が
一

般
的
な
よ
う
で
あ
る
。
南
朝
梁
・
劉
勰
『
文
心
雕
竜
』
頌
賛
篇
に
、

　

賛
は
、
明
な
り
、
助
な
り
。
…
…
相
如
の
筆
を
属つ

づ

る
に
至
り
、

始
め
て
荆
軻
を
賛
す
。
遷
の
史
固
の
書
に
及
び
、
賛
に
褒
貶
を
托

し
、
約
文
も
て
以
て
総
録
し
、
頌
体
も
て
以
て
論
辞
（
論
の
筆

法
）
す
。
又　

紀
伝
の
後
評
も
亦
た
其
の
名
を
同
じ
く
す
。

と
あ
る
。
劉
勰
に
よ
れ
ば
、
賛
は
司
馬
相
如
「
荊
軻
賛
」
を
濫
觴
と

す
る
。
た
だ
、
こ
の
賛
は
現
存
し
な
い
。
賛
は
も
と
も
と
人
を
褒
め
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る
た
め
の
文
体
で
あ
っ
た
の
が
、『
史
記
』『
漢
書
』
に
至
り
褒
貶
共

に
記
す
こ
と
と
な
っ
た
。
明
・
徐
師
曽
『
文
体
明
弁
』
は
、「
賛
」

を
雑
賛
・
哀
賛
・
史
賛
の
三
種
に
整
理
し
、「
雑
賛
」
に
つ
い
て
、

「
一
に
曰
く
、
雑
賛
。
意
は
褒
美
を
専
ら
に
し
、
諸
集
の
載
す
る
所

の
人
物
・
文
章
・
書
画
の
諸
賛
の
若
き
、
是
な
り
」
と
い
う
。
杜
甫

「
画
馬
讃
」
は
、
韓
幹
、
及
び
そ
の
馬
の
絵
を
褒
め
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
雑
賛
に
該
当
す
る
。
ま
た
明
・
呉
訥
『
文
章
弁
体
』
の

「
賛
」
は
「
大
抵
賛
に
二
体
有
り
。
散
文
を
作
す
が
若
き
は
、
当
に

班
氏
の
史
評
を
祖
と
す
べ
し
。
韻
語
を
作
す
が
若
き
は
、
当
に
東
方

朔
画
象
賛
を
宗
と
す
べ
し
」
と
述
べ
る
。
杜
甫
「
画
馬
讃
」
は
有
韻

で
あ
る
か
ら
、
後
者
に
該
当
す
る
と
判
断
で
き
る
。
呉
納
の
い
う

「
東
方
朔
画
象
賛
」
と
は
、
三
国
魏
・
夏
侯
湛
「
東
方
朔
画
賛
」

（『
文
選
』
巻
四
七
）
を
指
す
。『
文
選
』
は
同
じ
く
巻
四
七
に
、
東

晋
・
袁
宏
「
三
国
名
臣
序
賛
」
を
収
め
る
。
前
者
は
前
漢
・
東
方
朔

の
肖
像
画
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
後
者
は
三
国
時
代
の
名
臣

二
十
人
を
取
り
あ
げ
、
彼
ら
の
生
き
方
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

杜
甫
「
画
馬
讃
」
は
、
画
賛
と
い
う
点
で
「
東
方
朔
画
賛
」
に
連

な
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
、「
東
方
朔
画
賛
」
は
、
専

ら
東
方
朔
の
人
柄
を
褒
め
る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
文
章
末
尾
に

肖
像
画
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、

絵
画
そ
の
も
の
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
杜
甫
「
画
馬

讃
」
は
、
人
物
と
し
て
の
絵
師
・
韓
幹
を
褒
め
て
い
る
と
い
う
点
で

「
東
方
朔
画
賛
」
を
継
承
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
絵
画
を
褒
め

て
い
る
点
に
お
い
て
「
画
賛
」
と
し
て
の
新
た
な
「
賛
」
と
い
う
文

体
を
発
展
さ
せ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
現
存

す
る
杜
甫
の
賛
は
こ
の
一
篇
に
限
ら
れ
る
。

訳
注

　

底
本
・
校
勘
・
訳
注
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
谷
口
匡
「
杜
甫
『
説

旱
』
訳
注
」（ 『
中
国
文
化
』
第
七
六
号
、
二
◯
一
八
年
）
に
従
う
。

底
本
に
は
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』
を
用
い
、
校
勘
・
訳
注

に
は
『
宋
本
杜
工
部
詩
集
』（
略
称
「
宋
本
」）、
元
・
高
崇
蘭
『
集

千
家
註
批
点
杜
工
部
文
集
』（
略
称
「
高
本
」）、
清
・
銭
謙
益
箋
注

『
杜
工
部
集
』（
略
称
「
銭
本
」）、
清
・
朱
鶴
齢
輯
注
『
杜
工
部
文

集
』（
略
称
「
朱
本
」）、
清
・
張
溍
『
読
書
堂
杜
工
部
文
集
註
解
』

（
略
称
「
張
本
」）、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
略
称
「
仇
本
」）、

『
全
唐
文
』、
謝
思
煒
『
杜
甫
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

一
五
年
）
の
諸
本
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
校
勘
の
対
象
と
し
て
新
た

に
宋
・
徐
居
仁
『
集
千
家
注
分
類
杜
工
部
詩
』（
国
会
図
書
館
所
蔵

本
、
略
称
「
徐
本
」）
を
加
え
た
。
本
文
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従

っ
た
が
、
一
部
正
字
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
訓
読
・
語
釈
で
は
校

勘
を
除
き
、
新
字
体
を
用
い
た
。

続
・
会
沢
正
志
斎
の
「
天
」
に
つ
い
て
―
―
天
と
天
照
大
神
―
―　

松
﨑
哲
之

　
　

は
じ
め
に

　

会
沢
正
志
斎
の
抱
く
「
天
」
の
観
念
に
つ
い
て
、
先
に
万
物
の
始

元
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
。
前
稿
で
は
、
会
沢
は
万
物
の
始
元
を
一

元
気
と
し
、
そ
こ
か
ら
陰
陽
が
分
か
れ
、
四
象
・
八
卦
が
生
じ
、
そ

し
て
万
物
が
生
成
さ
れ
る
と
い
う
宇
宙
生
成
論
を
唱
え
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た

*1

。
生
成
論
の
始
元
を
天
と
す
れ
ば
、
会
沢
は
一

元
気
を
天
と
捉
え
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
元
気
は
万
物
の

始
元
と
は
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
会
沢
の
想
定
す
る
天
の
一
側
面
に
し

か
過
ぎ
な
い
。
会
沢
は
『
新
論
』
で
は
儒
者
と
し
て
天
を
根
底
に
置

き
つ
つ
も
、「
天
祖
」と
い
う
言
葉
を
多
様
し
自
論
を
展
開
し
て
い
た
。

天
祖
と
い
う
言
葉
自
体
は
『
大
日
本
史
』
に
も
「
天
祖
大
日?

尊
治

高
天
原
。
是
為
天
照
大
神
」
と
す
で
に
見
ら
れ
、
割
注
に
「
天
祖
之

称
、
依
故
事
拾
遺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
何
も
会
沢
が
発
明
し
た
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
天
祖
を
天
と
天
照
大
神
が
一
体
と
な
っ

た
独
自
の
概
念
と
し
、
儒
教
に
お
け
る
天
と
同
じ
位
置
に
据
え
、
敬

意
の
根
源
、
祭
祀
の
対
象
、
天
皇
の
権
威
の
源
泉
と
み
な
し
て
い
た

*2

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
会
沢
の
思
想
の
根
幹
を
な
す
天
と
天
照

大
神
を
彼
が
ど
の
よ
う
な
理
論
に
よ
っ
て
一
体
と
み
な
し
た
の
か
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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な
お
、
本
訳
注
は
、
筆
者
が
、
二
◯
一
八
年
三
月
三
日
に
杜
甫
散

文
研
究
会
（
於
東
京
女
子
大
学
）
で
草
稿
を
発
表
し
、
そ
こ
で
の
検

討
を
経
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
讃
は
、
以
下
に
示
す

よ
う
に
三
度
換
韻
さ
れ
て
い
る
（『
広
韻
』
に
よ
る
。
○
◎
は
平
声

の
韻
字
、
●
は
去
声
の
韻
字
を
指
す
）。

㈠
＝
○
神
・
新
・
身
：
上
平
一
七
真　

○
筋
：
上
平
二
一
欣

㈡
＝
●
恣
・
地
・
躓
：
去
声
六
至　

●
易
：
去
声
五
寘

㈢
＝
◎
媒
：
上
平
一
五
灰　

◎
哉
・
來
・
才
：
上
平
一
六
咍　

　

換
韻
さ
れ
た
箇
所
が
段
落
の
切
れ
目
に
も
な
っ
て
い
る
。
第
一
段

落
は
複
数
の
馬
を
描
写
す
る
。
第
二
段
落
は
速
く
走
る
こ
と
の
で
き

る
馬
の
姿
を
描
く
。
第
三
段
落
は
韓
幹
が
馬
の
絵
を
描
い
た
理
由
と

絵
の
出
来
映
え
を
賛
美
す
る
。
以
下
、
三
段
に
分
け
て
訳
注
を
記
す
。

〔
一
〕

韓
幹
畫
馬
、
毫
端
有
神
。
驊
騮
老
大
、
騕
褭
淸
新
。
魚
目
瘦
腦
、
龍

文
長
身
。
雪
垂
白
肉
、
風
蹙
蘭
筋
。

韓か
ん

幹か
ん

の
画が

馬ば

、
毫ご

う

端た
ん

に
神し

ん

有あ

り
。
驊か

騮り
ゅ
うは

老ろ
う

大だ
い

に
し
て
、
騕よ

う

褭じ
ょ
うは

清せ
い

新し
ん

た
り
。
魚ぎ

ょ

目も
く

は
瘦そ

う

脳の
う

に
し
て
、
龍

り
ゅ
う

文ぶ
ん

は
長

ち
ょ
う

身し
ん

な
り
。
雪ゆ

き　

白は
く

肉に
く

に

垂
れ
、
風か

ぜ　

蘭ら
ん

筋き
ん

を
蹙し

じ
かま

し
む
。

韓
幹
が
描
い
た
馬
、
そ
の
筆
先
に
は
神
妙
さ
が
あ
る
。
驊
騮
の
年
老

い
た
さ
ま
、
騕
褭
の
清
ら
か
で
若
々
し
い
さ
ま
。
魚
目
の
ほ
っ
そ
り

と
し
た
頭
、
龍
文
の
長
々
と
し
た
胴
体
。
白
い
も
も
肉
は
雪
が
し
た

た
り
お
ち
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
目
の
上
の
筋
は
風
が
吹
き
抜
け
た

か
の
よ
う
に
引
き
締
ま
っ
て
い
る
。

韓
幹　

人
名
。
そ
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
晩
唐
・
張
彦
遠
『
歴
代
名

画
記
』
巻
九
、
並
び
に
晩
唐
・
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』
に
詳
し

い
。
ま
た
、
晩
唐
・
段
成
式
『
寺
塔
記
』
上
に
も
そ
の
名
が
み
え

て
い
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
杜
甫
の
詩
に
は
、
複
数
そ
の
名
が

み
え
る
。

　

韓
幹
の
馬
の
絵
と
し
て
は
「
照
夜
白
図
」
の
模
写
（
宋
代
）
が

現
存
し
て
お
り
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
に
あ
る
。「
照
夜
白
」
と
は
馬
の
名
で
、
杜
甫
「
韋
諷
録
事
宅

観
曹
将
軍
画
馬
図
歌
」（0769

『
詳
注
』
巻
一
三
）
に
、「
曾
て
先

帝
の
照
夜
白

0

0

0

を
貌え

が

き
し
と
き
、
龍
池
に
十
日
霹
靂
（
稲
妻
）
飛

ぶ
」
と
み
え
る
。「
曹
将
軍
」
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
曹
覇
の
こ

と
で
、
韓
幹
の
師
に
あ
た
る
。
韓
幹
が
「
照
夜
白
」
を
描
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
に
、「
時
主
、

芸
を
好
み
、
韓
君
、
間
に
生
ま
れ
、
遂
に
命
じ
て
悉
く
其
の
駿
を

図
せ
し
む
る
は
、
則
ち
玉
花
驄
、
照
夜
白

0

0

0

等
有
り
」
と
記
さ
れ
て
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い
る
。

　

馬
の
絵
画
と
韓
幹
、
及
び
曹
覇
に
関
連
し
た
事
柄
と
し
て
、
内

藤
湖
南
『
支
那
絵
画
史
』（
六
〇
頁
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇

〇
二
年
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

又
杜
甫
は
曹
覇
と
い
ふ
人
を
屢
々
褒
め
て
ゐ
る
。
し
か
し
其

の
弟
子
韓
幹
は
殊
に
有
名
で
あ
る
。
曹
・
韓
倶
に
人
物
を
も
画

い
た
。
杜
甫
は
韓
幹
を
稍
貶け

な

し
て
い
る
。
即
ち
彼
は
「
幹
唯
画

肉
不
画
骨
。
忍
使
驊
騮
氣
凋
喪
。」
と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
之
に

よ
る
と
曹
覇
は
骨
の
高
い
馬
を
画
き
、
韓
幹
は
円
く
肥
つ
て
ゐ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
馬
を
画
い
た
こ
と
が
知
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
し
か
し
杜
甫
の
批
評
に
は
張

彦
遠
な
ど
も
不
満
で
あ
つ
て
、
反
つ
て
韓
幹
を
揚
げ
て
ゐ
る
。

蓋
し
当
時
馬
の
画
は
変
化
す
る
時
で
、
そ
の
変
化
が
両
者
に
現

は
れ
、
又
当
時
馬
に
対
す
る
世
人
の
好
み
も
変
つ
て
来
て
ゐ
て
、

そ
れ
に
よ
つ
て
子
弟
の
画
に
相
違
が
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
曹

覇
は
六
朝
以
来
の
風
に
依
つ
て
画
い
た
の
で
あ
る
。
…
…
馬
の

絵
も
躍
り
跳
ね
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
ば
か
り
を
画
い
て
、
馬
の

ゆ
つ
た
り
し
た
姿
は
画
か
な
か
つ
た
。
毛
色
な
ど
も
一
定
し
た

も
の
を
画
い
た
。
然
る
に
玄
宗
は
馬
好
き
で
、
朝
廷
の
厩
に
は

四
十
万
匹
を
養
ひ
、
そ
れ
に
は
特
別
に
馬
を
監
督
す
る
官
を
置

い
た
。
西
域
な
ど
で
は
毎
年
支
那
に
馬
を
献
じ
た
。
此
等
の
馬

は
太
平
の
徴
し
に
な
る
や
う
に
育
て
た
の
で
、
筋
骨
行
歩
の
安

徐
な
る
も
の
が
尚と

う
とば

れ
、
毛
色
な
ど
も
大
分
変
つ
た
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
。
故
に
江
都
王
で
も
韓
幹
で
も
、
玄
宗
の
意
を
受
け

て
画
い
た
が
、
江
都
王
は
古
来
の
画
風
に
従
つ
て
画
き
、
韓
幹

0

0

は
当
時
の
好
み
に
よ
つ
て
画
き
、
写
実
風
で
あ
つ
た
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

此
事
は
張
彦
遠
も
蘇
東
坡
も
言
つ
て
ゐ
る
。
か
く
て
韓
幹
の
絵

は
後
代
の
手
本
に
な
つ
た
。

　

内
藤
湖
南
の
指
摘
の
と
お
り
、
模
写
の
「
照
夜
白
図
」
か
ら
推

す
と
、
韓
幹
の
絵
の
馬
は
確
か
に
肥
え
た
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、

馬
の
筋
肉
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
湖
南
の
、
杜
甫

が
韓
幹
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
張
彦
遠
の
「
杜
甫
は

豈
に
画
を
知
る
も
の
な
ら
ん
や
、
徒
だ
幹
の
馬
の
肥
大
な
る
を
以

て
、
遂
に
肉
を
画
く
の
誚そ

し

り
あ
り
」（『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
）
と

い
う
発
言
を
受
け
て
い
よ
う
。
杜
甫
「
丹
青
引
」
の
韓
幹
に
対
す

る
評
語
だ
け
を
引
用
し
、
杜
甫
の
見
方
を
批
判
し
た
も
の
と
し
て

は
、
晩
唐
・
顧
雲
「
蘇
君
庁
観
韓
幹
馬
障
歌
」（『
全
唐
詩
』
巻
六

三
七
）
が
あ
る
。
こ
の
詩
の
冒
頭
に
は
「
杜
甫
の
歌
詩
吟
ず
れ
ど

も
足
ら
ず
、
憐
む
べ
し
曹
霸
丹
青
の
曲
。
直
だ
言
う
弟
子
の
韓
幹

の
馬
、
画
馬
に
骨
無
く
但
だ
肉
有
る
の
み
な
る
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
今
日
図
を
披

き
て
筆
跡
を
見
れ
ば
、
始
め
て
知
る
甫
も
ま
た
真
に
凡
目
な
る

を
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
杜
甫

は
本
篇
に
お
い
て
韓
幹
並
び
に
そ
の
馬
の
絵
を
称
賛
し
て
お
り
、
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杜
甫
が
絵
画
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
張
彦
遠
や
顧
雲
の
指
摘

は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
二
人
が
「
丹
青
引
」
に

は
着
目
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
篇
は
全
く
気
に
か
け
て
い
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
晩
唐
に
お
い
て
、「
丹
青
引
」
な
ど
の
杜
詩

は
通
行
し
て
い
て
も
、
こ
の
「
讃
」
は
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

毫
端　

筆
の
ほ
さ
き
。
筆
端
。
ま
た
筆
運
び
。
筆
づ
か
い
。
杜
甫

「
殿
中
楊
監
見
示
張
旭
草
書
図
」（0929

『
詳
注
』
巻
一
五
）
の
末

尾
に
「
念
う
昔　

毫
端

0

0

を
揮
い
し
を
、
独
り
酒
徳
を
観
る
の
み
な

ら
ず
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
書
に
対
し
て
も
絵
画
に
対
し
て
も
用

い
ら
れ
る
。

有
神　

神
妙
さ
を
も
つ
。
杜
甫
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」（0035

『
詳
注
』
巻
一
）
に
「
書
を
読
み
て
万
巻
を
破
り
、
筆
を
下
せ
ば

神
有

0

0

る
が
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
の
出
来
映
え
が
神
霊
の

助
け
を
得
た
よ
う
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

驊
騮
老
大　
「
驊
騮
」
は
、
駿
馬
の
名
。「
老
大
」
は
、
年
を
と
る
こ

と
。
杜
詩
に
八
例
み
ら
れ
（『
全
唐
詩
索
引　

杜
甫
巻
』
中
華
書

局
、
一
九
九
一
年
に
よ
る
）、
こ
れ
ら
は
、
例
え
ば
「
男
児
功
名

の
遂と

ぐ
る
は
、
亦
た
老
大
の
時
に
在
り
」（「
送
高
三
十
五
書
記
十

五
韻
」0058

『
詳
注
』
巻
二
）
の
よ
う
に
主
に
人
に
対
し
て
用
い

る
の
が
一
般
的
だ
が
、「
老
大
の
藤
に
惆
悵
し
、
屈
蟠
（
根
が
屈

曲
し
た
老
木
）
の
樹
に
沈
吟
す
」（「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
宿
贊

公
土
室
二
首
」
其
一0308

『
詳
注
』
巻
七
）
の
よ
う
に
、
植
物

に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。　

騕
褭　

駿
馬
の
名
。「
騕
褭
」
に
つ
い
て
は
、
本
篇
末
尾
の
〔
注
〕

を
参
照
。
孔
融
「
薦
禰
衡
表
」（『
文
選
』
巻
三
七
）
に
「
飛
兔
・

騕
褭

0

0

は
、
絶
足
奔
放
に
し
て
、
良
・
楽
の
急せ

く
所
な
り
」
と
あ
り
、

そ
の
李
善
注
に
「
呂
氏
春
秋
に
曰
く
、
飛
兔
・
騕
褭

0

0

は
、
古
の
駿

馬
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

宋
本
は
「
褭
」
を
「
䮍
」
に
作
る
。

清
新　

韓
幹
の
絵
が
清
々
し
く
新
鮮
な
こ
と
。
杜
甫
「
春
日
憶
李

白
」（0028

『
詳
注
』
巻
一
）
に
、
そ
の
詩
を
褒
め
て
「
清
新

0

0

な

る
は
庾
開
府
、
俊
逸
な
る
は
鮑
参
軍
」
と
記
す
。

魚
目
〜　
「
魚
目
」
も
「
龍
文
」
も
駿
馬
の
名
。『
漢
書
』
巻
九
六

下
・
西
域
伝
賛
に
「
蒲
梢
・
龍
文

0

0

・
魚
目

0

0

・
汗
血
の
馬　

黄
門
に

充
て
ら
る
」
と
あ
り
、
そ
の
顔
師
古
注
に
「
孟
康
曰
く
、
四
は
駿

馬
の
名
な
り
」
と
あ
る
。「
瘦
脳
」
は
、
従
来
の
作
品
に
も
見
え

な
い
語
句
。
北
魏
・
賈
思
勰
『
斉
民
要
術
』
巻
六
、
養
牛
馬
驢
騾

の
「
馬
を
相
る
に
頭
よ
り
始
む
」
に
み
え
る
「
頭
の
高
峻
を
得
ん

と
欲
す
る
に
は
、
削
成
す
る
が
如
く
す
。
頭
の
重
か
ら
ん
と
欲
し
、

宜
し
く
肉
を
少
く
す
べ
き
に
は
、
兔
頭
を
剥
ぐ
が
如
く
す
べ
し
」

と
い
う
よ
う
な
記
述
が
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
馬
の
相
に
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関
し
て
は
細
身
の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
か
。「
長
身
」
は
、

馬
の
立
派
な
体
軀
。

白
肉　

太
も
も
の
内
側
の
白
っ
ぽ
く
見
え
る
肉
。『
礼
記
』
檀
弓
上

に
「
圉ぎ

ょ
じ
ん人

（
馬
丁
）
馬
を
浴
す
る
に
、
流
矢
の
白
肉
に
在
る
こ
と

有
り
」
と
あ
る
。
そ
の
鄭
玄
注
に
「
白
肉

0

0

は
、
股
の
裏
の
肉
」
と

あ
り
、
孔
穎
達
疏
は
「
白
肉

0

0

は
、
股
の
裏
の
肉
と
云
う
は
、
股
の

裏
の
白
き
を
以
て
の
故
に
之
を
白
肉

0

0

と
謂
う
、
肉
の
色
の
白
き
を

謂
う
に
非
ず
」
と
記
す
が
、
杜
甫
は
文
字
通
り
「
白
」
の
意
味
で

解
し
、
雪
と
関
連
づ
け
て
い
る
。

蹙　

ち
ぢ
こ
ま
せ
る
。

蘭
筋　

馬
の
目
の
上
に
あ
る
筋
の
名
。
こ
の
筋
が
あ
る
と
千
里
を
駆

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
陳
琳
「
為
曹
洪
与
魏
文
帝
書
」

（『
文
選
』
巻
四
一
）
に
「
蘭
筋

0

0

を
整
え
、
勁け

い
か
く翮

（
強
い
翼
）
を
揮

い
、
陵
厲
清
浮
（
高
く
見
事
に
飛
ぶ
）、
顧
盼
千
里
な
る
（
誇
ら

か
に
千
里
を
走
る
）
に
及
ぶ
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
「
相
馬

経
に
云
う
、
一
筋　

玄
中
よ
り
出い

ず
、
之
を
蘭
筋

0

0

と
謂
う
。
玄
中

は
、
目
の
上
陥く

ぼ

む
こ
と
井
の
字
の
如
し
。
蘭
筋

0

0

の
豎た

つ
者
は
千
里

す
」
と
み
え
る
。

　

徐
本
、
高
本
は
「
蘭
」
を
「
闌
」
に
作
る
。

〔
二
〕

逸
態
蕭
踈
、
高
驤
縱
恣
。
四
蹄
雷
雹
、
一
日
天
地
。
御
者
閑
敏
、
去

何
難
易
。
愚
夫
乘
騎
、
動
必
顛
躓
。

逸い
つ

態た
い

蕭し
ょ
う

踈そ

に
し
て
、
高こ

う

驤じ
ょ
う

縦し
ょ
う

恣し

た
り
。
四し

蹄て
い

雷ら
い

雹は
く

の
ご
と
く
、

一い
ち

日じ
つ

に
天て

ん

地ち

す
。
御ぎ

ょ

す
る
者も

の

閑か
ん
び
ん敏

な
れ
ば
、
去ゆ

く
に
何な

ん

ぞ
難な

ん

易い

あ
ら

ん
。
愚ぐ

ふ夫
乗じ

ょ
う

騎き

す
れ
ば
、
動う

ご

く
に
必か

な
らず

顛て
ん

躓ち

す
。

馬
の
美
し
く
す
ぐ
れ
た
姿
は
何
に
も
束
縛
さ
れ
ず
自
由
で
、
飛
び
跳

ね
る
姿
も
力
強
く
奔
放
だ
。
四
つ
の
蹄
は
雷
や
雹
の
よ
う
に
音
を
轟

か
せ
、
一
日
で
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
馬
に
対
し
て
騎

手
が
落
ち
着
き
な
が
ら
も
俊
敏
に
手
綱
を
と
れ
ば
、
ど
こ
へ
行
く
に

も
何
の
困
難
も
な
い
。
逆
に
馬
を
知
ら
な
い
素
人
が
騎
乗
す
れ
ば
、

馬
が
動
い
た
だ
け
で
必
ず
や
つ
ま
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

逸
態
蕭
踈　
「
逸
態
」
は
、
美
し
く
す
ぐ
れ
た
馬
の
姿
。
張
載
「
七

命
」（『
文
選
』
巻
三
五
）
に
、「
天
驥
の
駿
、
逸
態

0

0

超
越
た
り
」

と
み
え
る
。「
蕭
踈
」
は
、
何
に
も
拘
束
さ
れ
ず
自
由
な
さ
ま
。

双
声
語
。
杜
詩
に
は
四
例
み
え
、
例
え
ば
「
雲
天
猶
お
錯
莫

0

0

、
花

萼
尚
お
蕭
疏

0

0

」（「
遠
懐
舎
弟
穎
観
等
」1290

『
詳
注
』
巻
二
一
）
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の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

高
驤
縱
恣　
「
高
驤
」
は
、
馬
が
飛
び
跳
ね
る
こ
と
。
西
晋
・
傅
玄

「
乗
輿
馬
賦
」（『
全
晋
文
』
巻
四
六
）
に
「
首
を
延
し
て
高
驤

0

0

し
、

足
を
擢の

ば

し
て
軒け

ん
ち跱

す
（
そ
び
え
立
つ
）」
と
み
え
る
。「
縱
恣
」
は

双
声
語
で
、
力
強
く
奔
放
な
さ
ま
。
杜
詩
に
は
「
送
顧
八
分
文
学

適
洪
吉
州
」（1342
『
詳
注
』
巻
二
二
）
に
「
子
（
顧
戒
奢
）
は

干も
と

む
東
の
諸
侯
に
、
勧
勉
し
て
縦0

恣0

を
防
が
し
め
よ
」
と
一
例
だ

け
み
え
る
。

雷
雹　

馬
の
蹄
の
音
が
、
雷
が
落
ち
雹
が
降
り
し
き
る
よ
う
に
、
大

き
く
速
く
激
し
く
鳴
り
響
く
こ
と
。
顔
延
之
「
赭し

ゃ
は
く
ば

白
馬
賦
」（『
文

選
』
巻
一
四
）
の
、
赤
白
ま
だ
ら
の
馬
を
描
い
た
箇
所
に
、「
玄

蹄
を
経
て
雹0

の
ご
と
く
散
じ
、
素
支
を
歴
て
冰
の
ご
と
く
裂
く
」

と
み
え
る
。
李
善
は
こ
の
箇
所
に
「
玄
蹄
は
、
馬
蹄
な
り
。
素
支

は
、
月
支
な
り
、
皆
射
帖
（
ま
と
）
の
名
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は

馬　

既
に
良
く
、
射
る
者
亦
た
中
る
が
故
に
玄
蹄
雹0

の
ご
と
く
散

じ
、
素
支
は
冰
の
ご
と
く
裂
く
る
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。「
雹

散
」
は
、
良
馬
が
、
あ
ら
れ
が
ふ
る
と
き
の
よ
う
な
音
を
立
て
て

駆
け
抜
け
て
い
く
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、「
赭
白
馬

賦
」
と
は
意
味
合
い
は
異
な
っ
て
い
よ
う
。

閑
敏　

心
は
落
ち
着
い
て
い
る
が
動
作
は
俊
敏
で
あ
る
こ
と
。
こ
の

句
は
『
列
子
』
湯
問
の
「
造
父
の
師
を
泰
豆
氏
と
曰
う
。
造
父
の

始
め
て
従
い
て
御
を
習
う
や
、
執
礼
甚
だ
卑ひ

く

し
…
…
泰
豆
歎
き
て

曰
く
、
子
は
何
ぞ
其
れ
敏0

な
る
か
。
之
を
得
る
こ
と
捷は

や

き
か
な
。

凡
そ
御
す
る
所
の
者
は
、
亦
た
此
く
の
如
き
な
り
」
を
踏
ま
え
て

い
よ
う
。
ま
た
「
閑
敏
」
は
、
嵇
康
「
琴
賦
」（『
文
選
』
巻
一

八
）
に
み
え
る
「
是
に
於
い
て
器
冷さ

や

か
に
絃
調
い
、
心
閑0

に
し
て

手
敏0

し
」
か
ら
な
る
語
句
。

　

英
華
は
「
閑
」
を
「
開
」
に
作
り
「
集
作
閑
」
と
記
す
。
徐
本
は

「
閑
」
を
「
閒
」
に
作
る
。

去　

英
華
は
「
集
作
云
」
と
校
記
す
る
。

愚
夫　

馬
の
扱
い
方
を
理
解
し
て
い
な
い
素
人
。

顛
躓　

つ
ま
づ
く
。
失
敗
す
る
こ
と
。
杜
詩
に
は
「
越
に
適
き
て
は

空
し
く
顛
躓

0

0

し
、
梁
に
遊
び
て
は
竟
に
惨
悽
た
り
」（「
奉
贈
太
常

張
卿
垍
二
十
韻
」0112

『
詳
注
』
巻
三
）
な
ど
、
二
例
み
え
る
。

〔
三
〕

瞻
彼
駿
骨
、
實
惟
龍
媒
。
漢
歌
燕
市
、
已
矣
茫
哉
。
但
見
駑
駘
、
紛

然
徃
來
。
良
工
惆
悵
、
落
筆
雄
才
。

彼か

の
駿

し
ゅ
ん

骨こ
つ

を
瞻み

れ
ば
、
実ま

こ
とに

惟こ

れ
龍

り
ょ
う

媒ば
い

な
り
。
漢か

ん

歌か

燕え
ん

市し

、
已や

ん
ぬ

る
か
な
茫ぼ

う

な
る
か
な
。
但た

だ
見み

る
駑ど

駘た
い

の
、
紛ふ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
往お

う

来ら
い

す
る

の
み
な
る
を
。
良

り
ょ
う

工こ
う

惆ち
ゅ
う

悵ち
ょ
うと

し
て
、
落ら

く
ひ
つ筆

雄ゆ
う
さ
い才

た
り
。
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こ
こ
に
画
か
れ
て
い
る
駿
馬
の
骨
を
よ
く
み
る
と
、
確
か
に
こ
れ
は

龍
の
と
り
も
ち
で
あ
る
天
馬
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
漢
の
歌

で
あ
る
「
天
馬
歌
」
も
、
燕
の
昭
王
が
手
に
し
た
駿
馬
の
骨
も
、
遠

い
過
去
の
も
の
と
な
り
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
は
た
だ
駄
馬
が
入

り
乱
れ
行
き
来
す
る
の
を
目
に
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
韓
幹
の
よ
う
な
優
れ
た
絵
師
は
悲
し
く
感
じ
、
そ
の
結
果

描
か
れ
た
馬
の
絵
は
、
才
能
が
開
花
し
た
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
な

の
で
あ
っ
た
。

駿
骨
〜　
「
駿
骨
」
は
、
駿
馬
の
骨
。
転
じ
て
駿
馬
。
孔
融
「
論
盛

孝
章
書
」（『
文
選
』
巻
四
一
）
に
み
え
る
「
燕
君　

駿0

馬
の
骨0

を

市か

う
は
、
以
て
道
里
を
騁は

せ
ん
と
欲
す
る
に
非
ず
、
乃
ち
当
に
以

て
絶
足
を
招
く
べ
け
れ
ば
な
り
」
に
由
来
す
る
語
句
。「
龍
媒
」

は
、
龍
が
来
る
き
ざ
し
、
転
じ
て
天
馬
の
よ
う
な
駿
馬
を
指
す
。

『
漢
書
』
巻
二
二
・
礼
楽
志
に
載
る
「
天
馬
歌
」
に
み
え
る
「
天

馬
の
徠き

た
る
は
、
龍0

の
媒0

、
閶
闔
に
游
び
、
玉
台
を
観
ん
」
か
ら

な
る
。
杜
詩
に
は
「
駿
骨
」
と
「
龍
媒
」
と
が
対
に
な
っ
た
例
と

し
て
、「
能
く
駿
骨

0

0

を
市か

う
も
の
有
ら
ば
、
龍
媒

0

0

の
少
な
き
を
恨

む
莫
か
ら
ん
」（「
昔
遊
」0954

『
詳
注
』
巻
一
六
）
が
あ
る
。

　

英
華
は
「
惟
」
を
「
維
」
に
作
る
。

漢
歌
燕
市　
「
漢
歌
」
は
、
前
注
に
引
い
た
「
天
馬
歌
」
を
指
す
。

「
燕
市
」
は
、「
隗
よ
り
始
め
よ
」
と
い
う
成
語
と
し
て
著
名
な
、

燕
の
昭
王
が
駿
馬
の
骨
を
買
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
る
。『
戦
国

策
』
燕
策
一
に
は
、
千
金
の
馬
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
君
主
に

対
す
る
涓け

ん
じ
ん人

の
言
葉
が
、「
死
馬
す
ら
且
つ
之
を
五
百
金
に
買
う
、

況
ん
や
生
馬
を
や
。
天
下
必
ず
王
を
以
て
能
く
馬
を
市0

う
と
為
さ

ん
、
馬
今す

な
わち

至
ら
ん
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

宋
本
、
徐
本
、
高
本
、
張
本
は
「
歌
」
を
「
謌
」
に
作
る
。

已
矣
茫
哉　

駿
馬
に
溢
れ
て
い
た
時
代
が
、
遠
い
過
去
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歎
く
こ
と
ば
。

　

朱
本
、
仇
本
は
「
茫
」
に
「
一
作
亡
」
と
校
記
す
る
。

駑
駘　

駄
馬
の
こ
と
。
宋
玉
「
九
弁
」
其
五
（『
文
選
』
巻
三
三
）

に
「
騏
驥
を
却し

り
ぞけ

て
乗
ら
ず
、
駑
駘

0

0

に
策む

ち
うち

て
路
を
取
る
。
当
世

豈
に
騏
驥
無
か
ら
ん
や
、
誠
に
之
を
能
く
善
御
す
る
莫
し
」
と
あ

る
。
杜
詩
に
は
五
例
み
え
、
例
え
ば
「
遣
興
二
首
」
其
二
（0278

『
詳
注
』
巻
七
）
に
「
君
看
よ
渥あ

く

洼わ

の
種
（
西
域
の
渥
洼
産
の
名

馬
）
は
、
態
は
駑
駘

0

0

と
異
な
れ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
駿
馬
と
対

比
さ
れ
て
い
る
。

紛
然　

入
り
交
じ
っ
て
乱
れ
て
い
る
さ
ま
。

良
工
惆
悵　
「
良
工
」
は
、
腕
の
良
い
職
人
。
底
本
の
注
は
韓
幹
を

暗
示
す
る
と
い
い
、「
二
句
は
上
の
句
を
う
け
て
優
れ
た
馬
は
自
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分
を
理
解
し
て
く
れ
る
も
の
に
遇
う
の
が
困
難
で
あ
り
、
凡
庸
な

人
だ
け
が
多
く
入
り
乱
れ
、
才
能
の
あ
る
人
物
を
歎
き
悲
し
ま
せ

る
こ
と
を
言
う
」
と
述
べ
る
。「
良
工
」
は
、
杜
詩
に
二
例
み
え
、

例
え
ば
「
枯こ

柟な
ん

」（0504

『
詳
注
』
巻
一
〇
）
に
「
良
工

0

0

（
木
を

活
か
す
人
物
の
た
と
え
）
は
古
昔
少
な
く
、
識
者
は
涕
涙
を
出

す
」
と
あ
る
。「
惆
悵
」
は
、
悲
し
む
さ
ま
。
双
声
語
。

落
筆
雄
才　
「
落
筆
」
は
、
筆
を
下
ろ
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
韓
幹
が

絵
を
描
く
こ
と
。「
落
筆
」
は
杜
詩
に
三
例
み
え
、
例
え
ば
「
八

哀
詩　

贈
左
僕
射
鄭
国
公
厳
公
武
」（0946

『
詳
注
』
巻
一
六
）
に
、

「
書
を
閱け

み

し
て
は
百
氏
を
尽
く
し
、
筆0

を
落0

し
て
は
四
座
驚
く
」

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
詩
文
を
記
す
こ
と
に

使
わ
れ
、
絵
筆
を
下
ろ
す
意
味
と
し
て
は
、
こ
の
讃
に
だ
け
用
い

ら
れ
て
い
る
。「
雄
才
」
は
、
す
ぐ
れ
た
才
能
。
杜
詩
に
は
一
例

み
え
、「
冬
到
金
華
山
観
、
因
得
故
拾
遺
陳
公
学
堂
遺
跡
」（0587

『
詳
注
』
巻
一
一
）
に
「
悲
風
我
が
為
に
起
き
、
激
烈
に
し
て
雄0

才0

（
突
出
し
た
才
能
を
も
つ
陳
子
昂
）
を
傷
む
」
と
あ
る
。

　
　
〔
注
〕

穆
天
子
傳
、
飛
兔
・
騕
䮍
日
馳
三
百
里
。

穆ぼ
く
て
ん
し
で
ん

天
子
伝
に
、
飛ひ

と兔
・
騕よ

う
褭じ

ょ
うは

、
日ひ

に
三さ

ん
ま
ん
り

万
里
馳は

す
、
と
。

『
穆
天
子
伝
』
に
は
、「
飛
兔
・
騕
䮍
は
、
一
日
に
三
万
里
も
走
る
」

と
あ
る
。

穆
天
子
傳
〜　
『
芸
文
類
聚
』
巻
九
三
（
獣
部
上
、
馬
）
所
引
の
『
穆

天
子
伝
』
に
「
天
子
の
八
駿
、
赤
驥
・
盜
驪
・
白
義
・
踰
輪
・
山
子
・

渠
黄
・
華
騮

0

0

・
緑
耳
」
と
あ
る
が
、「
華
騮
」
が
み
え
る
の
に
対
し
、

「
騕
褭
」
は
み
え
な
い
。
ま
た
現
在
通
行
し
て
い
る
『
穆
天
子
伝
』

に
こ
の
記
述
は
な
い
。

　

徐
本
、
高
本
、
張
本
は
「
穆
天
子
傳
」
の
前
に
「
公
自
注
」
の
三
字

を
記
す
。
徐
本
、
銭
本
は
「
兔
」
を
「
兎
」
に
、「
百
」
を
「
萬
」

に
作
る
。
高
本
は
「
兔
」
を
「
免
」
に
、「
百
」
を
「
万
」
に
作
る
。

高
本
、
銭
本
と
も
に
「
䮍
」
を
「
褭
」
に
作
る
。
前
注
の
「
騕
䮍
」

も
参
照
。
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